
2015年度上期の当社グループの業績は、売上高4,135億円
（前年同期比2%増）、営業利益330億円（同23%減）と増収減益
になりました。制御機器事業・電子部品事業は売上高・営業
利益ともに堅調に推移する一方、その他事業（本社直轄事業）が
減収減益となりました。
配当については、今年度から配当性向を30%に引き上げ、中間
配当金を3円増の34円としました。加えて150億円または400
万株を上限とする自己株式取得と消却を下期に実施し、株主
還元を充実します。
また、IA※事業の最強化に向け、米国のモーションコントロー
ラーメーカーと産業用ロボットメーカーの2社を買収しました。
これにより、生産設備を制御するために必要な商品ラインナップ
をさらに拡充しました。この幅広い品揃えはこれからのオムロン
の最大の強みとなります。
下期は中国経済の減速などにより事業環境が厳しくなると
見込んでいますが、今後も中長期の成長のために必要な投資
は、継続的かつ積極的に行っていきます。強いリーダーシップ
を発揮し、持続的な企業価値の向上に向けて取り組んでまいり
ますので、引き続きご支援賜りますようお願い申しあげます。
※IA：Industrial Automation 制御機器事業と電子部品事業を指す

オムロン株式会社

〒600-8530 京都市下京区塩小路通堀川東入　URL：http://www.omron.co.jp/

株主の皆さまには、平素より
格別のご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
ここに、第79期 
株主通信 2015年冬号を
お届けいたします。
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第79期（2016年3月期） 第2四半期決算ハイライト（連結累計）

◎第79期中間配当金につきましては、1株につき34円といたしました。

（注）�上記は、2015年10月27日決算発表時点で入手可能な情報に基づく将来の
業績および配当に関する見通しです。

第79期（2016年3月期）　通期の見通し（連結）
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トピックス

当社は、東日本大震災の復興支援を目的として2012年に
スタートした「京都マラソン」に2016年も協賛します（2016年
2月21日開催予定）。前回大会では、京都市街や7つの世界文化
遺産などの観光名所を巡るコースを約16,000名のランナーが
駆け抜け、当社グループからも170名が参加しました。また沿道
での応援や給水地点などのボランティアとして大勢の社員・OB
が参加しました。

今回もスポンサーとしてだけでなく、ランナーやボランティア
として社員が参加する
ことで、チームオムロン
としての連結力を発揮
し大会を盛り立てます。

今年度の株主優待制度は昨年株主さまからいただいたご意見
を反映し、より魅力的なヘルスケア商品を選定したほか、商品
と寄付の組み合わせも可能としました。その結果9割近くの方
からお申し込みいただきました。ご協力をお願いしましたアン
ケートでも「満足」との回答を多くいただいています。今後も株
主さまのご意見を生かしながら、よりご満足いただける活動を
目指します。

「京都マラソン2016」への協賛

株主優待制度のご報告

「太陽の家への寄付」は、総額¥2,470,000となりました。
2015年9月30日に「オムロン（株）」名義で寄付させていただ
きましたのでご報告いたします。多くの株主さまより温かい
ご芳志を賜り、心より御礼を申しあげます。

＜2015年度優待ヘルスケア商品の人気ランキング＞

2,000円相当 6,000円相当

1位 電子体温計 ネックマッサージャ
2位 電動歯ブラシ エアマッサージャ
3位 低周波治療器 電動歯ブラシ

人気
No.1

人気
No.1



トピックス 特　集

社会の課題解決を成長の原動力に

※ネブライザー：喘息などの呼吸器系疾患患者の治療のため、液体状の薬剤を
霧状に変え、人体に吸入させる治療機器

コンプレッサー式ネブライザ
Inalar Compact

生産現場の様子

当社は、いかなる事業環境においても自らの力で成長できる「自走的な成長構造の確立」を方針として掲げ、 
「成長力」「収益力」「変化対応力」を強化しています。今回は、成長を加速させるための施策のひとつであるM&Aの
事例をご紹介します。

近年、新興国では、大気汚染による喘息、喫煙によるCOPD
（慢性閉塞性肺疾患）などの呼吸器系疾患患者が増加してい
ます。当社では、呼吸器疾患関連事業を血圧計の次の柱とな
る重要事業として積極投資しています。

2014年10月、ネブライザー※の生産・販売会社であるブラ
ジル企業「NS Industria de Aparelhos Medicos Ltda.」
を買収し、同製品で世界最大手となりました。この買収によ
り、ブラジルにおける販売・サービス網を獲得するとともに、
生産体制を確立しました。

今後は、新たに獲得した販売・サービス網を活用し、ネブラ
イザーはもとより血圧計など他の商品の販売拡大をはかって
いきます。

ものづくりの現場では、先進国を中心とした高齢化に
伴う人材不足や、新興国での人件費の急激な高騰が大き
な課題となりつつあります。この課題解決を大きな事業
機会と捉え、当社は2015年9月、米国の産業用ロボット
メーカー「Adept Technology, Inc.」を買収しました。

当社は、幅広い制御技術で製造現場の自動化をフルラ
インナップでお客さまに提供できる強みを持っています。
この強みに、同社の持つロボット技術を組み合わせること
で、これまで人の手に頼っていた組立や搬送、検査工程
まで一気通貫した自動化を実現し、新たな市場を開拓
していきます。

今回の買収により、世界中のものづくりの現場で、
「人と機械の協調」による新しいオートメーションを創造
していきます。

「成長力」加速に向けた取り組み

オムロンの制御技術

組立系 検査系搬送系

ロボット技術と

人と機械の協調へ

呼吸器系疾患治療器（ネブライザー）の
南米での普及拡大へ

製造現場の新たな
オートメーションの創造へ
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株式に関するお問い合わせ

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ

● 届出住所・姓名などのご変更
● 配当金の受領方法・振込先のご変更
● 単元未満株式の買取・買増請求

● 特別口座に関するご照会
● 郵送物の発送と返戻に関するご照会
● 支払期間経過後の配当金に関するご照会
● その他株式事務に関する一般的なご照会

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部まで
お問い合わせください。

電話照会先は上記をご参照ください。

株主メモ

● 証券口座にて株式を管理されている株主さま

お取引の証券会社までお問い合わせください。

● 証券会社とのお取引がない株主さま

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部まで
お問い合わせください。

電話照会先は上記をご参照ください。

事　業　年　度	 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 	 毎年6月

配当金受領株主	 期末配当金　3月31日
確　　定　　日	 中間配当金　9月30日

株主名簿管理人
および特別口座	 三菱UFJ信託銀行株式会社
口 座 管 理 機 関

同事務取扱場所	 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
	 〒137-8081　東京都江東区東砂七丁目10番11号

（ 電 話 照 会 先 ）	 0120-232-711 オペレーター対応
	 （9:00～ 17:00 土・日・祝日を除く）

上場証券取引所	 東証第一部

証 券 コ ー ド	 6645




